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１．「青葉通エリア空間構想」について （第11回協議会のおさらい）

現状と課題

目的と内容

・仙台駅前エリアの魅力が減退。「仙台の顔」として魅力向上が必要

・沿道民地と道路空間が一体となった魅力的な公共空間の創出が必要

西側

全区間

東側 仙台駅

内 容

公民が一体となった「シンボルロードである青葉通」「仙台の顔である仙台駅前エリア」の形成に向け、
①～③を進めるため、「（仮称）青葉通エリア空間構想」を青葉通まちづくり協議会との連携により策定

目 的

①共通ビジョンによる
公民連携のまちづくり

②全体最適の考え方に基づく
機能誘導による沿道開発の促進

③魅力的な
道路空間の形成

・コンセプトや空間像を踏まえた

道路空間再構成の基本計画

・東側との連続性、コンセプトや空間像

を踏まえた部分改良の要否の検証

・まちづくりのコンセプトと目指す空間像（エリアごとの機能、使われ方）

・民間沿道開発への都市機能の誘導

・公民連携によるエリアマネジメント
西公園

青葉山

資料1



【あり方検討協議会】

●未来ビジョン

【まちづくり協議会】
●まちづくりビジョン

●まちづくり方針

・ビジョンの理念をベースに検討

・対象エリアの拡大

（仙台駅前エリア→青葉通全体）

（仮称）
空間構想

・社会状況の変化の反映

・機能誘導内容の具体化

・公民一体の空間構成の考え方の具体化

（道路空間再構成の考え方）

・公民連携による

エリアマネジメント体制の具体化
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2．青葉通エリア空間構想の位置づけと策定後の取組み
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2．青葉通エリア空間構想の位置づけと策定後の取組み

空間構想策定後の取組み

個別最適でなく、

全体最適を目指す

（敷地に価値なし、エリアに価値あり）

↓

エリアの価値向上

↓

結果として、

個別の利益も生まれてくる

空間構想

再整備方針

（仙台市）  具体的な道路設計
（開発事業者）開発への反映（低層部の設え等）

（公民連携）
エリア価値向上のための活動継続・新規事業

（仙台市）     検討・打ち出し
（開発事業者）支援施策を活用した開発

道路設計

～R８年度 R９年度～

具体な取り組みの実施

道路空間再構成

エリアマネジメント

連動

沿道開発の促進や都市機能の更新にかかる具体策

沿道開発の促進

目指すこと

・公民が一体となり

・青葉通エリアならではの価値をつくりだし

・その価値を継続的に向上させること

【あり方検討協議会】

●未来ビジョン

【まちづくり協議会】
●まちづくりビジョン

●まちづくり方針



3．青葉通エリア空間構想の全体像（目標年次と検討の進め方等）

(1) 空間構想の目標年次

・沿道開発の具体化を見据えるとともに、
将来世代のための構想とするため、
目指す姿の目標年次を2040年頃に設定

(3) 策定体制等

・青葉通まちづくり協議会と連名で策定（令和8年度末を予定）

・まちづくり協議会の会員を中心としたエリア関係者で構成する検討WGにて内容を議論

・沿道開発のタイミングを逃さないため、検討段階において、適宜検討内容を発信

(2) エリアの考え方

・対象エリアは、地区計画エリアと同じとする

・青葉通エリアの特徴を踏まえ、

エリア全体のほか、

3つの小エリアで検討を進める

2036年 伊達政宗没後400年。
2038年末以降 北海道新幹線 札幌延伸 開業予定
2047年 青葉通100周年

（1947年に河北新報社の市民公募にて名称決定）
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●公民で共有するまちづくりの考え方（＝理念・コンセプト）

・仙台市の各種計画、青葉通まちづくり協議会のビジョン、青葉通駅前エリアのあり方検討協議会の未来ビジョ
ンを踏まえ、以下の（1）～（3）により目指すエリアのあり方を示す

(1)道路空間再構成の基本計画

・各管理者や事業者と協議を進め、道路再整備方針（予備設計）に即時着手可能なレベルまで計画を具体化

・具体的な道路形状も踏まえたパースとして提示

(2)沿道開発への都市機能の誘導や、沿道建物低層部の設え等に関する考え方

・都市機能を誘導すべき根拠や対象となる機能、低層部等の要件 等

※低層部要件：オープンスペース及び面する機能、緑化等

(3)公民連携によるエリアマネジメント

・エリアマネジメントの戦略や事業メニュー
・公民連携による取組み体制や仕組み、役割分担 等

3．青葉通エリア空間構想の全体像（内容）

(1)道路空間再構成の基本計画
(2)沿道開発への機能誘
導、低層部の設え等

(3)公民連携エリアマネジメント
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4．空間構想策定スケジュールと今年度の成果イメージ
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「メディア」を軸に、NHKの周辺に多様な担い手が交流し、

新たなコンテンツや事業が生まれ続けているエリア
Ｒ
8
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末
に
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す

 

パ
ー
ス
イ
メ
ー
ジ

道路形状

沿道低層部

歩行者空間

歩道活用

この後説明

御堂筋将来ビジョンの例

今年度の成果は2回に分けて発信
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５．青葉通エリア空間構想検討WGにおける議論

青葉通まちづくり協議会会員、青葉通駅前エリアのあり方検討協議会委員などのエリア関係者により構成する検討WG
において、空間構想策定に向けた各検討項目について議論を実施。（第11回協議会にて報告）

第１回検討ＷＧ（９月）

(1)顔合わせ

(2)青葉通エリアの強みと弱み、強みの活かし方と弱みの改善方法について議論

次回WGでの「青葉通エリアで『高めたい・つくりたい価値（＝ゴール）』」の議論に繋げていくため、
現状（強み・弱み）等についてのブレストを実施。

実施項目：

概要：

主な意見： 強み・好きな点 みどり（景観）、象徴、歩道（広さ・綺麗さ）、青葉山とのつながり、
東西でのエリア特性の違い

弱み・イマイチな点 公共空間の活用不足、通りの分断・回遊面の課題、ブランディング不足、
目的地がない（ランドマークがない、景観が単調）

活かし方 みどりの強化、空間活用（コンテンツ・滞在空間づくり）、
他エリアとのすみわけ

改善案 歩いて楽しい・滞留できる空間づくり、ブランディング・情報発信、
歩行者中心の空間づくり（車両制限・バスターミナルのビルイン化）
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第２回検討ＷＧ（９月）

(1)仙台市の既存計画、まちづくりビジョン、未来ビジョン、社会実験概要、他都市事例等の共有

(2)青葉通エリアで高めたい・つくりたい価値について議論

「高めたい・つくりたい価値＝まちづくりのゴール」であり、それを「分かりやすく発信するための
ものがコンセプト」との整理のうえ、既存の計画なども踏まえ「つくりたい価値」について議論

実施項目：

概要：

議論の内容

青葉通エリア全体 駅前小エリア 一番町小エリア 西公園小エリア

事務局提案 風格、落ち着きを体
験できる杜の都を象
徴する圧倒的な緑

• 東北の玄関口として、
多様な人が出会い、
交流ができる場

• 国際的な人材や企業
のワーカーによる
ビジネス交流拠点

商業や文化、市民活動を
通じた出会いや交流

居住者やファミ
リーが落ち着い
た・日常的な滞留
や交流

主な意見
（キーワード）

• 手入れされた緑
• 経済価値の中心
• 回遊の起点となる
滞在空間

• 周辺へ賑わい波及
• 防災ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ

• 学術・ビジネス交流
• 産学官連携拠点
• 多文化共生環境
• 地元企業との交流
• 集える緑地
• 交通利便性、玄関口

• ラグジュアリー
• 景観・グランドレベル
• センシャスな空間
• 地下道廃止
• 若者の取り込み
• 交流環境の創出

• 歴史
• 目的地化とPR
• 遊び場整備
• 居住以外の視点

５．青葉通エリア空間構想検討WGにおける議論
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第３回検討ＷＧ（10月） (1)第２回検討ＷＧでの議論（高めたい・つくりたい価値）の分析を踏まえ、
まちづくりのコンセプト要素を提案

(2)コンセプト要素案についての議論

実施項目：

議論の内容(抜粋）

西公園小エリア 一番町小エリア 駅前小エリア

目的地性 ・目的を持って訪れるエリア
・目的を持たずとも集まれるエリア
・多種多様な目的で人が集まるエリア

特徴的な
コンテンツ

・歴史や文化を感じられる
・周辺に魅力的な店舗
・遊び場（西公園）

・高級店
・裏通り、横丁

・多様な沿道用途
・ビジネス街（特に銀行）

上質さ ・ラグジュアリーよりもノスタルジック
・ラグジュアリー（＝ハイブランド）
・非日常

・働く人にとっての（働く場所として
の）ラグジュアリー

可能性
・歴史や文化を感じられる目的地に
なりうる

・ハイブランド店と裏通り、横丁との共存
・センスのある個人店の立地
・東北各県の地銀や東北大学との連携
による新たな産業の創出
・東北から人を呼び込むポテンシャル

・とがったテーマを掲げられるエリア
・多種多様な目的の達成（落ち着い
た活気）
・ワーカーが自然の中で過ごせる

課題や
手法など

・魅力の発信 ・文化的な上質さの追求
・一番町エリアや西公園エリアへの
回遊のスタート地点
・経済合理性を追求

５．青葉通エリア空間構想検討WGにおける議論
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第３回検討ＷＧ（10月） (1)第２回検討ＷＧでの議論（高めたい・つくりたい価値）の分析を踏まえ、
まちづくりのコンセプト要素を提案

(2)コンセプト要素案についての議論

実施項目：

議論の内容(抜粋）

５．青葉通エリア空間構想検討WGにおける議論

青葉通エリア共通

目的地性 ・駅前エリアから、一番町エリア、西公園エリアと西へ行くほど、目的地性が強まる。

特徴的な
コンテンツ

・青葉山エリアの豊かな自然からつながる青葉通のケヤキ並木と広幅員道路

上質さ
・空間を贅沢に使うこと（余白の設計）
・本物の質感をもつこと（手入れされたみどりなど）
・目的が達成された時の満足感、高揚感を得られること

可能性
・来訪者が集まり、交流が生まれる場
・複数の要素・用途の共存
・セントラルパークになれるポテンシャル（ゆとり、憩い）

課題や
手法など

・小エリアごとに考えるのではなく、青葉通エリア全体を面で考えるべき
・非日常イベント（単発的）ではなく、日常に（継続的に）人がいることがよい
・コミュニティスペースを青葉通沿道に集約していくことも有力
・ダイバーシティの推進
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第４回検討ＷＧ（11月）

(1)客観的な視点から見た仙台市①「住む・働く・移動する」

⇒客観的なデータを「住む・働く・移動する」の視点で整理した案をもとに、
個人的な感覚との「ずれ」を議論

(2)客観的な視点から見た仙台市②「世界・日本の中の仙台市」

⇒（2）の整理を基に、改めて「世界に誇れる強み」について議論

実施項目：

概要： 客観的な視点（特に人と活動に着目）で仙台市や青葉通エリアを分析し、
現状等の共通認識をもったうえで、改めて強みについて議論する。

５．青葉通エリア空間構想検討WGにおける議論
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５．青葉通エリア空間構想検討WGにおける議論
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第５回検討ＷＧ（12月）

(1)客観的な視点から見た仙台市③「空間（建物と街路）」

⇒客観的なデータを「空間」の視点で考察した案をもとに、個人的な感覚との「ずれ」を議論

(2)青葉通エリアが担うべき役割の提案をもとに、
「ありたい姿」「担うべき役割」（まちづくりのコンセプトのベースとなる考え方）について
議論

実施項目：

概要： 第４回検討ＷＧに引き続き客観的な視点（今回は空間に着目）で仙台市や青葉通エリアを分析し、
現状等の共通認識をもったうえで、コンセプトのベースとなる考え方の案について議論

５．青葉通エリア空間構想検討WGにおける議論



６．青葉通エリアのコンセプト案の検討状況について

・受託者による地域診断をベースに、空間構想検討WGでの意見を以下の通り整理

（１）本市の現状と特徴の整理

●社会課題
・東北全体で人口減少、中枢機能の縮小
・市内における働き手不足が懸念
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●東北・仙台の人口減少とともに、市内で生産できる付加価値額が縮小するリスクを抱えた産業構造
●国際基準の研究力やレジリエンスノウハウ、暮らしやすさ等の世界に誇る資源を有している

人口が大幅に減少し経済が縮小する2040年頃を見据え、生活基盤を支え「暮らしの質」を守っていくために、
付加価値を高めるべく地域産業の革新をしていく必要がある。

●世界の誇る本市の主な個性・強み
・国際基準の研究力
・災害対応等のレジリエンスの知見
・暮らしやすさへの外部からの評価 等

●本市の主要産業構造
・従業者数の多い産業の付加価値額が大
⇒人口減による付加価値額縮小

仙台市の人口推移

20年後、
東北全体で200万人減

15～64歳人口比率
2025年 69.1%
2045年 59.0%

産業別従事者数割合 産業別付加価値額割合

研究・開発 ７位
文化・交流 11位
生活・居住 13位
交通・アクセス 15位

森記念財団 都市戦略研究所 「日本の都市特性2025」

研究力と暮らしやすさへの評価

東北６県の人口推移



６．青葉通エリアのコンセプト案の検討状況について

（２）青葉通エリアの現状と特徴の整理

青葉通エリアには、中枢機能が集積

・金融・情報デジタル・研究・公務という革新を牽引
しうる業種が集積

・域外交流と都心回遊を支える充実した交通インフラ

・文化的な暮らしを享受できる都市型の生活様式の

ポテンシャルがある

きめ細かな碁盤目状態の都市空間の中で、都心機能を
東西・南北に結び、人の回遊と交流を促す都市の基軸

・仙台駅から青葉山を結び、都心を貫く東西の基軸

・碁盤目状の街路網によるヒューマンスケールの街区の上に、人の活動を支える個性的な近隣小エリアが形成

・回遊性やセレンディピティ（予期せぬ出会い）を促すきめ細かい碁盤の目状の歩行者空間

整った空間基盤の上に個性的な近隣小エリアが形成されており、
多様な人々の活動がつながり、価値共創が起こるエリアとなっていくポテンシャルがある

（ア）機能的特徴

（イ）都市構造的特徴
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６．青葉通エリアのコンセプト案の検討状況について

（３）青葉通エリアの役割の整理（歴史的な側面から）

仙台城下の経済の中心である芭蕉の辻、先進的な理念を体現してきた東北大学、戦災復興のシンボル「青葉通」と、
青葉通エリアは、常に時代の先端・都市の中枢としての機能や、「杜の都」の象徴を担ってきた。

・江戸時代の城下の中心
・経済の核を形成したエリア

・伊達政宗公の時代からの「森の都」の
緑を新たな形で再生
・近代都市として再生の象徴・市民の誇り

【芭蕉の辻】 【東北大学】

16

青葉通エリアは、「杜の都」に象徴される「人の手で大切なものを未来につなぐ精神」を持って、仙台・東北を
牽引する「新しい価値」を生み出すエリアを目指す

【青葉通の整備（戦災復興事業）】

・日本初の女子学生入学を許可
・「門戸開放」の理念は「東北大学
DEI推進宣言」として発展。
・国際卓越研究大学に認定(日本初)
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６．青葉通エリアのコンセプト案の検討状況について

青葉通エリアの
位置づけ
・

現状と特徴

（４）青葉通エリアのコンセプトのベースとなる考え方

担うべき役割

〇常に時代の先端を担うとともに、「杜の都」を象徴する役割を果たす。

〇都心全体のさまざまな活動を結び、仙台と世界を繋ぐ。

〇碁盤目状の街路網の上で、個性的な近隣（エリア）を相互に繋ぐ。

・金融や交通など東北経済の中枢機能を担う仙台駅前エリア

・住むと働くが混在する一番町周辺エリア
・青葉山に近い西公園エリア

ひとをつなぐ背骨として、

「新しい価値」を生み出す場となることを目指す。

・仙台駅と東北大学のポテンシャルをまちへ繋ぐ（→世界との交流を促進）

・金融や学術・研究などをいかした共創を生み出す場となる

・仙台の顔となる公共空間の設え、歩きたくなる街路網を強化（→ひとの交流を促進）

「杜の都」に象徴される「人の手で大切なものを未来に繋ぐ精神」を持って、
青葉通を都心部の背骨としてまちをつなぎ、
仙台・東北を牽引する「新しい価値」を生み出すエリアを目指す

ありたい姿



６．青葉通エリアのコンセプト案の検討状況について

（５）駅前小エリアのコンセプトのベースとなる考え方

18

●現状と特徴

ありたい姿 仙台の顔として、中枢機能が集約された
東北の玄関口となるエリア

●担うべき役割

交通結節機能に加え、仕事や観光など
で市外から訪れる人を歓迎するランド
マーク（目印）となることで、青葉通
の奥へと進んでいきたくなるようなエ
リアを目指す。

大きな事業所や銀行業、小売や飲食業などの

都市機能が集約されたエリア。

一方、小エリア内で活動が完結しがちな
エリア。（仙台駅周辺の人の集まりを
都心部へ送り切れていない。）

大規模事業所従業者数 東西自由通路とペデストリアン
デッキでの回遊がメイン

あらゆる来訪者を歓迎し、送り出す「東北の顔」
となるランドマークとして、ビジネス・観光の
ゲートウエイとしての価値を磨く 等

新しい価値： ゲートウェイの価値

【今後の検討内容】（全エリア共通）
① 道路空間再構成 ⇒駅前通～東二番丁通：道路整備の基本計画

⇒東二番丁通～西側：リニューアルの要否
② 沿道開発への都市機能誘導、建物低層部の設え等 ⇒誰によるどんな活動を誘発したいのか？
③ 公民連携によるエリアマネジメント ⇒価値向上・維持に必要な事業、その仕組みや体制は？



６．青葉通エリアのコンセプト案の検討状況について

（６）一番町小エリアのコンセプトのベースとなる考え方

ありたい姿 青葉通エリア内や都心での異なる活動を結ぶ拠点となるエリア

●現状と特徴

エリア南側には
居住者が多く、
生活圏としての
性質を持つ

西公園エリアからの
通勤者が多い

青葉山エリアへの通勤者が多い

青葉通南側での
個人事業主の集積

●担うべき役割

様々な活動を掛け合わせる交流拠点など人が集う場を設
け、交流・共創を誘発するエリアとなることを目指す。

19

小売業、個人事業主や中小零細企業が多く、
南側には多くの人が住んでおり、
通勤してくる人も行き来する。

東北大学片平キャンパスやアーケードと接続
し、様々な主体による異なる活動が混合する
エリア。

新しい価値： 交流・共創の価値
商業者・フリーランス・研究者・学生・
市民（買物・市民活動等）等が交流・共創し、
新たな活動やスモールビジネスの
イノベーションが起こる 等



６．青葉通エリアのコンセプト案の検討状況について

（７）西公園小エリアのコンセプトのベースとなる考え方

都心居住が進行 一番町エリアへの
通勤者が多い

●担うべき役割

質の高い暮らしを送れる環境を整えると共に、
周辺の自然や文化スポットへの回遊の拠点となることで、
都心型ライフスタイルを創造するエリアを目指す。

●現状と特徴

職住近接の人が住み、
東北大学や博物館などの文教施設群や、
豊かな自然が広がる広瀬川や青葉山エリアなど、
多様な目的地が隣接しているエリア。

都心にありながら、
西公園、青葉山エリア、
大町通、東北大学など、
多様な目的地に隣接

20

仙台らしい都心型ライフスタイルを創造するエリアありたい姿

新しい価値： ライフスタイルの価値

職住近接・自然と近接・
都市機能への容易なアクセス性などにより
質の高い暮らしができる 等
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